
 

 

 

 

10月、いいわ（118）石浜後半スタート なりたい自分になるために「授業」を大切に 

校長 安藤 良介 

 

「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉どおり、お彼岸を境にようやく秋の空気に変わり、ふと石浜

小校庭の空を見上げると、いつの間にか秋の空。真夏の頃とは違う透き通った青色の空、すじ雲や

うろこ雲も見られ、晴れた日は心なしか、東京スカイツリーが近くに見えます。記録的な猛暑とな

った夏はようやく終わり、季節は一歩すすんで、実りの秋を迎えます。 

さて、早いもので暦は１０月。今年度の後半がスタートします。ところで、子供たちが今年度始め

にたてた「めあて」の達成具合はどうなっているでしょうか。本校では「なりたい自分になるために

学び続ける児童の育成」を学校経営の柱にすえ、日々の教育活動を行っています。 

なりたい自分になるために、今年度は、「自ら学ぶ子」の育成を重点に教育活動を進めています。

自ら学ぶ子を育てるためには、何と言っても一時間一時間の「授業」がとても大切だと考えていま

す。授業をとおして、新しい知識や技能を身に付けたり、自分の考えを広め深めたり、また、新しい

疑問がわいて次の学習につなげたり・・・と、授業を受けると、それまでの自分から一歩成長した自

分になることができます。時には、自分には興味のない内容であったり、少し難しい内容であった

りすることもあるかもしれません。それでも、あきらめずに授業を受けることで、粘り強い気持ち、

最後までやり遂げる心も育っていきます。こうしたことをこつこつと積み重ねていくことで、なり

たい自分に近づくことができるのです。私たち教員も、子供たちにとって分かりやすく、わくわく

するような授業を進めていくよう努力するとともに、子供たちには、授業の大切さをもう一度伝え、

授業に真剣に取り組む気持ちを育てていきます。 

 

【学校公開日 ぜひ学校へお越しください！】 
１０月７日（火）は学校公開日です。保護者・地域の皆様におかれましては、ぜひ学校におはこび

いただき、お子さんの授業の様子をご覧になっていただければと思います。 

また、学校公開日の５校時（１３時３５分～１４時２０分）は、体育館にて、東京デフリンピック

出場の 青山拓郎 選手 の壮行会を開きます。青山選手が最大限の力を発揮できるように高学年の子

供たちがアイデアを出し、全校で一生懸命応援をする会です。 

どなたでもご覧になれますので、ぜひ一緒に青山選手を応援しましょう！ 
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研究主任  

石浜小学校は令和７・８年度、東京都から人権尊重教育推進校の指定を受け、校内で人権教育に関する研究を進め

ています。今年度の研究主題は「自分や友達を大切にする子の育成」です。各学年で、児童の発達の段階に応じた内

容を取り扱い、研究授業を実施しています。 

・１年生：「自分の成長」に目を向け、家族とのつながりを意識し、自分の大切さを再確認する。 

・２年生：「町探検」を通して、自分たちを支えてくれている地域の存在に気付く。 

・３年生：「高齢者」との交流を通して、相手の立場に立ち、ともに生きるために大切なことを考える。 

・４年生：「障害者」をテーマに、バリアのない社会づくりについて一人一人が自分事として考える。 

・５年生：「ハンセン病」や「食肉」に関する学習から、差別の問題に正面から向き合う。 

・６年生：日本の歴史や法律と関連付けて「同和問題」を学び、差別のない社会を築く当事者として生き方を考える。 

このように６年間を通した学びを通して、自分の人権を大切にし、同時に他者の人権も尊重できる児童を育んでま

いります。 
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